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つくりましょう。
�仕事に励み、伸びゆく産業の町をつ
くりましょう。
�平和を愛し、心のふれあう楽しい町
をつくりましょう。
�教養を深め、香り高い文化の町をつ
くりましょう。
�健康で幸せを願い、希望に満ちた町
をつくりましょう。
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●丸子町成人式

　今月の表紙は、１月１４日に

丸子町文化会館で行われた成

人式のひとコマです。この日

丸子町で成人式を迎えた若者

は３２３人で、みな振袖やスーツ

姿で着飾って、昔の友人たち

との再会を楽しんでいました。

今年の成人式では、成人を迎

えた若者たちがたどった時代

の流れを、当時の写真と音楽

で振りかえるという、今まで

にない新しい演出もあり、訪

れた若者たちは懐かしい写真

と音楽とともに、当時の思い出を振りかえっていました。

　式典終了後は、地区ごとに分かれて記念撮影も行なわれました。

　※記念冊子「二十歳」は３月下旬に出来上がります。

●パンジー
・三色すみれ

・遊蝶花

・胡蝶すみれ

　北欧原産で日本には江戸時

代の文久年間に渡来していま

す。

　改良され品種も多く、暮れ

から春まで長く咲き続けます。

暮れに咲かせるには８月頃種

子を 蒔 く必要がありますが、パンジーは２５℃以上では発芽しないので
ま

涼しい所で育てる必要があります。普通は２月～６月頃が開花期です

が、冬咲くので愛されるのかもしれません。

　パンジーはフランス語のパンセ【考える】から由来しますが、それ

は 蕾 が下を向き頭を 垂 れ、物思う姿に似ているからです。
つぼみ た

　花言葉は『我を思え』で愛人に贈る花として喜ばれます。

　『パンジーも 睦  月 の花の一つかな』　風秋
む つき

大豆油インクを使用しています。 古紙100％再生紙を使用しています。丸子町は環境ISO１４００１を取得しています。
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0

50

100

150

200

無回答�できなかった�できた�

人�
196

6 2

Ｑ　窓口にスムーズに行くことができましたか。�

ほとんどの人は「スムーズに行くことができた」と答えて
いますが、「場所がわからない」等の意見もありましたの
で、分かり易い案内に努めていきます。

人�

154

47

1 2

Ｑ　職員は迅速に対応しましたか。�

0

50

100

150

200

無回答�遅い�ふつう�速い�

�

８割の人が、「速い」と答えていますが、「遅い」と
答えた人も１人いますので、窓口対応について一層
の改善を図っていきます。

な
い
（　

％
）」
と
答
え
た
人
と
ほ
ぼ
同

２９

数
で
し
た
。
町
民
カ
ー
ド
の
普
及
や
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
土
曜
日
の
午
前
中
の
開
庁
」が　

％
４５

で
、「
毎
週
１
回
、
平
日
の
午
後
７
時
ま

で
の
窓
口
延
長
」
が　

％
で
、
合
わ
せ

２４

て　

％
の
人
が
窓
口
延
長
を
希
望
し
て

６９
い
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
対
応
に
つ
い
て
）

　

平
成
元
年
に
土
曜
日
が
完
全
閉
庁
に

な
っ
た
時
、
土
曜
日
と
午
後
６
時
ま
で

の
開
庁
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
利
用
者

が
少
な
く
２
か
月
で
や
め
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
土
曜
日
の
開
庁
や
時
間
延
長

は
む
ず
か
し
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
そ

の
代
わ
り
に
自
動
交
付
機
の
時
間
延
長

を
検
討
し
ま
す
。

　
　

人
の
方
か
ら
意
見
要
望
等
が
寄
せ

３９
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
自
動
交

付
機
を
役
場
以
外
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

（　

代
男
性
）」な
ど
窓
口
に
関
す
る
要

４０
望
や
「
特
に
�
環
境
�
に
つ
い
て
き
め

細
か
な
行
政
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

乱
開
発
を
防
ぐ
為
。（　

代
男
性
）」
な

７０

ど
町
の
政
策
に
関
す
る
要
望
等
合
わ
せ

て　

人
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１７
次
い
で
「
皆
さ
ん
親
切
で
と
て
も
対
応

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。（
保
健
福
祉
課
に

来
た　

代
女
性
）」な
ど
好
意
的
な
意
見

３０

が　

人
、「
用
事
に
行
く
と
２
階
、
３
階

１２
の
場
合
、
な
に
か
人
が
見
て
い
る
よ
う

で
な
ん
か
行
き
づ
ら
い
。（　

代
女
性
）」

６０

な
ど
窓
口
の
応
対
や
道
路
補
修
の
対
応

役
場
の
窓
口
が
時
間
延
長
し
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
を
望
み

ま
す
か
？　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
自
動

交
付
機
の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
よ
く
利

用
す
る
（
６
％
）」「
と
き
ど
き
利
用
す

る
（　

％
）」
と
「
利
用
す
る
」
と
答
え

２２

た
人
が
約
３
割
で
、「
ほ
と
ん
ど
利
用
し

自
動
交
付
機
の
利
用
に
つ
い
て

役
場
全
般
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
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人�
93

67

1

43

Ｑ　職員の電話での応対はいかが�
　　でしたか。（以前に電話をしたことがある方）�

0

20

40

60

80

100

無回答�悪い�ふつう�良い�

「良い」と答えた人が半数弱でした。今後「良
い」と答えてもらえる人の割合が増えるように、
一層の改善を図っていきます。

な
ど
９
人
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
要
望
・
苦
情
等
に

対
す
る
考
え
方
や
対
応
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
回
答
い
た
し
ま
す
。（　

）
内

は
、
担
当
課
名
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
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�
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�

窓
口
関
係

人�

169

31

3 1

Ｑ　職員は分かりやすい言葉で、�
　　　　ていねいに説明していましたか。�

0

50

100

150

200

無回答�悪い�ふつう�良い�

８割の人から「良い」と評価をいただきましたが、「悪
い」と答えた人も３人いました。窓口対応について一
層の改善を図っていきます。

0

50

100

150

200

無回答�悪い�ふつう�良い�

人�

156

44

2 2

Ｑ　職員の態度・身だしなみは�
　　　　　きちんとしていましたか。�

８割の人から「良い」と回答いただきましたが、「悪
い」と答えた人も２人いました。
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こ
こ
に
掲
載
し
た
ほ
か
、
何
件
か
の

苦
情
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
場
や
職
員
を
推
定
で
き
る
も
の
に
つ

き
ま
し
て
は
、
直
接
伝
え
、
注
意
を
促

し
ま
し
た
。

　

役
場
に
出
入
さ
れ
て
い
る
業
者
の
方

か
ら
他
の
市
町
村
役
場
等
と
比
べ
て
丸

子
町
役
場
の
応
対
が
ど
う
な
の
か
を
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、　

人
の
方
か
ら
ご

１６

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、「
地
元
業
者
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
対
応
は
良
く
、
話

し
が
早
い
。（
都
市
整
備
課
に
来
た　

代
５０

男
性
）」、「
親
切
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
税
務
課
に
来
た　

代
女
性
）」な
ど
好

３０

意
的
な
意
見
が　

人
、「
現
場
の
意
見
が

１３

と
お
り
に
く
い
（　

代
男
性
）」
の
苦
情

４０

が
１
人
、
そ
の
他
の
意
見
が
２
人
で
し

た
。
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町
の
政
策
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

業
者
の
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
丸

子
町
役
場
の
応
対
等
は
他
の
市
町

村
役
場
や
他
の
行
政
機
関
に
比
べ

て
ど
う
で
す
か
？　
　
　
　
　
　

�
�
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�
�
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�
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　先月号では市町村合併がどのようなものか、なぜ必要なのか、合併によるメリット・デメリ
ットについてご紹介しました。
　そこで、今月号では、実際に市町村合併に至るまでのプロセス（過程）についてご紹介します。
　市町村合併の基本的な手続きは、市町村による事前協議や住民発議（※）を基点として、概ね
以下のようなものになっています。

※住民発議制度とは
　「合併協議会」の設置を求める直接請求制度です。請求には有権者
の５０分の１の署名が必要となります。この請求を受けた市町村長は関
係市町村長と意見協議して、議会付議の結論が出れば法定合併協議
会設置について各市町村議会に付議することになります。

��������	
���

������������

�����������

��������	
��������	
��
���

《市町村合併の手続きの流れ》

住 民 発 議
有権者の１/５０以上の署名をもって市町村長
に対し合併協議会の設置請求ができます。

市町村による事前協議
合併に関する研究会や任意の合併協議会に
おいて合併を検討する話し合いをもちます。

法定合併協議会の設置
合併の是非を含め、合併の時期や形態など様々な事項を正式に話し合う場が法定合併協議会です。
法定合併協議会は関係市町村の首長や議会の代表者、学識経験者などで構成されます。法定合併協
議会を設置するためには、関係する市町村の議会の議決が必要になります。
　＜主な協議事項＞
　　・住民の意向を把握　　　　・合併の是非や合併の期日　　　　　　・新しい自治体の名称
　　・市町村建設計画の策定　　・議員の任期や定数などの特例事項　　・その他必要な事項

市町村合併の決議
合併協定書に基づき、各市町村の議会で議決します。

県知事への申請
関係する市町村長すべてから申請します。

県議会での議決・知事の決定
県議会の議決を経て、知事が合併を正式に決定します。

�

�

総務大臣への届出と
総務大臣の告示

総理大臣の告示により、合併

の効力が発生します。

新自治体誕生

��
�

�協議の結果を合併協定書等にまとめ、
合併の方向を一本化

� 合併協定書の締結

��
市町村議会の議決

��
市町村議会の議決



（6）

������������

介護保険制度

おたっしゃ便り
����������
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介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

町
独
自
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
希
望
の
方
は
保
健
福
祉
課
介

護
係
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
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ショートステイ《自立型》
養護老人ホーム等を利用した
短期入所を利用いただけます。

年30日
1日1,161円（食事代含む）

ホームヘルパー派遣《自立型》
家の掃除、買い物、調理等の家
事援助を行います。　　　　 

週2日
90分まで222円　60分まで153円
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デイサービス《自立型》
高齢者サービスセンター（旧
西内デイサービスセンター）
において、日常動作訓練や趣
味活動（生きがい活動）等を
行っています。週3回開所

1人1週に1回
800円（入浴料・昼食代を含む）
送迎は無料

緊急通報装置の貸与
ご自宅にある電話機に取り付
けます。緊急の場合は登録し
ておいた連絡先へ連絡がいく
ように設定されています。　　

無料（設置費等の負担あり）

安心コール
電話で安否の
確認を行いま
す。　　　　 

週2回　無料

軽度生活援助
家周りの手入れ、家屋内の整
理整頓、網戸・障子の張り替え、
除雪等を行います。　　　　

週1回　利用料の1割負担

����������	
��
������������������

寝具洗濯乾燥消毒サービス
在宅高齢者対象。
ふとん等の寝具のクリーニン
グにかかる費用の一部を助成
します。　　　　　　　　　 

1,000円の助成券を年間7
枚まで発行

訪問理美容サービス
在宅高齢者対象。
町内の理容店の理容師が自宅
に訪問します。　　　　　 

理美容料金（1,500円）は実
費負担
年間6枚まで利用券を発行
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平井

小島　哲さん（８２）
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介
護
保
険
制
度
以
外
に
町
独
自
で
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
も
そ
の
一
つ
で
、
高
齢
者
の
み
の
お
宅
へ
お
昼
に
お
弁
当
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
町
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９
団
体
、
個
人
、
民
生
委
員
の
方
か

ら
な
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
約
１
３
０
名
の
方
々
が
利
用
者
の
ご
自
宅
へ
お
届

け
し
て
お
り
、
平
成　

年
１
月　

日
か
ら
は
土
日
、
祝
日
も
お
弁
当
を
お
届
け
で
き

１４

１２

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１
食
２
５
０
円
で
す
。
利
用
希
望
の
方
は
保
健
福
祉
課
介

護
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

配
食
利
用
者
は　

世
帯
を
超
え
、
１
ヶ
月
の
食
数
は
一
、
〇
〇
〇
食
に
迫
る
勢
い

６０

で
す
。
お
弁
当
の
配
達
は
、
１
〜
２
人
で
１
時
間
以
内
に　

〜　

件
ぐ
ら
い
ず
つ
訪

１０

１５

問
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
丸
子
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

：

電
話　
　

―
２
５
６
６
・
有
線　

２
４
５
０
５
）

４３
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▲小島　哲さん、うめ代さんご夫妻
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▲「元気な顔を見るとうれしくなる。」と
　ボランティアで中丸子の中山さん（左）

▲訪問入浴のスタッフの方と工夫しな
がら自宅で入浴しています
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～保育園、幼稚園でクリスマス会～
　昨年１２月２１日に、町内の各保育園、幼稚園では、
恒例のクリスマス会が行われ、各園を訪れたサン
タクロースに、子供たちは大変喜んでいました。
長瀬保育園では、上丸子で音楽教室をしている松
坂聖子さんと大井俊恵さんが子供たちのために、
ピアノとバイオリンのミニコンサートを行いまし
た。「ジングルベル」や「あわてんぼうのサンタク
ロース」などおなじみの曲に合わせてサンタクロ
ースが歌う姿に、子供たちはうれしそうに聞き入
っていました。このあと、ミュージカル仕立ての
紙芝居なども披露され、子供たちにとっては忘れ
られないクリスマスとなりました。

優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて優しいメロディにのせて

22222222222222222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000022222222222222222222222222222222222222222222222222年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走2002年を快走

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくおもちのように粘り強く
～丸子町少年少女柔剣道教室鏡びらき～
　１月１２日には、丸子町少年少女柔剣道教室の鏡びらき
が行われました。この日、子供たちは午前９時から総合
体育館でけいこをすませ、そのあとに文化会館の小ホー
ルでおしるこ会が開かれました。青少年育成連絡協議会
会長の両角一幸さんは、「おもちのように粘り強く勉強や
練習をがんばってください」と挨拶しました。このあと
子供たちは依田窪少年友の会の方々が作ったおしるこを
美味しそうに食べていました。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけをををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて新たな年の幕開けを祝して
～平成１４年丸子町新年祝賀式～
　１月１１日、文化会館の小ホールで平成１４年丸子町
新年祝賀式が行われ、新しい年の始まりを祝い、多
くの方々が参加しました。
　また、ロビーでは、２０世紀の映像資料を次の時代
へと継承するためにデジタル化した丸子町の映像遺
産の新作、「丸子小唄」が放映され、昭和３、４年ご
ろの過ぎし日の丸子町の姿に訪れた方々も珍しそう
に見入っていました。

～９０周年記念　元旦マラソン大会～
　２００２年元日、新たな年の幕開けを記念すべく恒例
の元旦マラソン大会が開催されました。今年は、総
合グラウンド会場と丸子北小学校会場の２ヵ所で開
催され、総合グラウンドには９１人、丸子北小学校会
場には７６人の計１６７人が出場しました。それぞれの会
場に設けられたのは、１.５Kmコースと３.０kmコース。
タイムや順位を競ってがんばる子供や、自分のペー
スにあった走りをする高齢者の方など、大人も子供
も新年の初マラソンを思い思いに楽しんでいました。
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　新春恒例となっている丸子町消防出初め式が１月１３日、
盛大かつ厳粛に挙行されました。今年は式典の会場を丸
子町文化会館セレスホールに移して行うため、中央小学
校からセレスホールまでの街中を消防団全員により分列
行進が行われました。この日は、式典を祝うかのように
晴れわたり、消防団員が堂々と行進する姿を街頭の人々
も頼もしそうに見ていました。式典では、ラッパ吹奏の
模範演技や消防音楽隊の演奏、また、消防功労者などの
表彰が行われました。
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出
初
め
式
で
表
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

＊
カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団

第
一
＝
西
内

第
二
＝
東
内

第
三
＝
丸
子

第
四
＝
依
田

第
五
＝
長
瀬

第
六
＝
塩
川

県
消
防
協
会

《
長
野
県
功
績
章
》

堀
内　

猛
敏
（
第
六
）

《
県
功
労
章
》　

５
人

齋
藤　

一
生
（
第
一
）

草
間　

達
哉
（
第
二
）

清
水　

晴
雄
（
第
四
）

丸
山　

和
男
（
第
三
）

北
澤　

貞
徳
（
第
六
）

《
県
努
力
章
》　

５
人

竹
花　

文
博
（
第
一
）

佐
藤　

久
男
（
第
二
）

春
原　

武
彦
（
第
四
）

掛
川　

正
幸
（
第
三
）

堀
内　

尚
彦
（
第
六
）

《
県
精
績
章
》　

７
人

大
野　

英
雄
（
第
三
）

齋
藤　
　

久
（
第
一
）

櫻
井　

一
徳
（
第
二
）

藤
原　
　

和
（
第
三
）

永
井　

正
志
（
第
四
）

丸
山　

聖
徳
（
第
五
）

鷹
野　

良
彦
（
第
六
）

《
県
技
術
章
》　

４
人

今
川　
　

忠
（
第
三
）

小
相
澤　

稔
（
第
五
）

山
浦　

直
人
（
第
三
）

池
内　
　

功
（
第
五
）

《
県
精
勤
章
》　　

人
２９

湯
藤　

信
生
（
第
一
）

中
村　

幸
好
（
第
二
）

臼
田　

泰
丈
（
第
二
）

岡
崎　

勝
司
（
第
二
）

成
澤
二
三
男
（
第
四
）

関　
　

和
昭
（
第
四
）

中
村　

良
喜
（
第
五
）

山
岸　

幸
造
（
第
五
）

吉
池　

幸
夫
（
第
六
）

齋
藤　
　

篤
（
第
六
）

田
中　

栄
治
（
第
六
）

斎
藤　
　

徹
（
第
一
）

齋
藤　

洋
一
（
第
一
）

池
内　

克
美
（
第
一
）

竹
花　

純
一
（
第
三
）

矢
澤　

克
晃
（
第
三
）

稲
葉　

嗣
貴
（
第
三
）

桑
島　

弘
幸
（
第
三
）

戸
堀　

宏
樹
（
第
三
）

清
水　

浩
樹
（
第
四
）

加
藤　

真
純
（
第
四
）

金
井　

良
太
（
第
四
）

政
塚　
　

薫
（
第
四
）

山
岸　

利
文
（
第
五
）

北
澤　

徳
義
（
第
六
）

横
山　

勝
也
（
第
六
）

林　
　

健
三
（
音
楽
隊
）

上
野　

道
夫
（
音
楽
隊
）

依
田　

典
昭
（
本
部
）

上
小
消
防
協
会

《
上
小
功
績
章
》　

７
人

山
岸　

誠
司
（
第
五
）

岩
木　

孝
男
（
第
一
）

永
井　

丈
夫
（
第
一
）

柴
田　

陽
一
（
第
三
）

長
張　

寿
彦
（
第
三
）

前
所　

幸
喜
（
第
四
）

吉
池　

広
美
（
第
六
）

《
上
小
功
労
賞
》　　

人
２５

上
野　

達
人
（
第
四
）

齋
藤　

祐
一
（
第
一
）

齋
藤　
　

明
（
第
一
）

中
山　

毅
安
（
第
一
）

木
内　

裕
邦
（
第
二
）

竹
鼻　

聖
一
（
第
二
）

深
井　

正
弘
（
第
二
）

今
井　

孝
宏
（
第
三
）

三
浦　

啓
司
（
第
三
）

柳
澤　

一
幸
（
第
三
）

鈴
木　

隆
之
（
第
三
）

�
山　

研
二
（
第
四
）

大
塚　

一
義
（
第
四
）

内
堀　

武
夫
（
第
四
）

橋
本　

昭
幸
（
第
四
）

大
井　

芳
教
（
第
五
）

春
原　
　

茂
（
第
五
）

小
松　

俊
明
（
第
六
）

藤
森　

哲
志
（
第
六
）

永
井　
　

隆
（
第
六
）

上
野　

和
憲
（
第
六
）

笹
澤　

克
之
（
第
六
）

田
中　

俊
彦
（
音
楽
隊
）

滝
澤　
　

進
（
第
一
）

窪
田　
　

正
（
第
三
）

丸
子
町

《
功
労
章
》　　

名
４８

中
村　

良
喜
（
第
五
）

中
山　

毅
安
（
第
一
）

斎
藤　
　

徹
（
第
一
）

小
平　

康
弘
（
第
一
）

櫻
井　
　

強
（
第
二
）

市
崎　

雅
弘
（
第
三
）

柳
沢　

勇
二
（
第
三
）

内
堀　

武
夫
（
第
四
）

広
田　

明
雄
（
第
五
）

永
井　

幸
博
（
第
一
）

斎
藤　
　

聖
（
第
一
）

山
岡　

和
久
（
第
一
）

宮
下　

和
徳
（
第
一
）

我
山　
　

聡
（
第
一
）

滝
沢　

克
也
（
第
一
）

河
野　
　

修
（
第
一
）

中
村　

秀
徳
（
第
二
）

樋
口　

哲
生
（
第
二
）

桜
井　
　

彰
（
第
二
）

山
本　

博
之
（
第
二
）

翠
川　

和
広
（
第
二
）

清
水　

良
一
（
第
三
）

片
桐　
　

強
（
第
三
）

藤
極　

正
志
（
第
三
）

小
林　

勝
弘
（
第
三
）

土
井　

郁
也
（
第
四
）

清
水　
　

守
（
第
四
）

長
沢　

信
一
（
第
四
）

小
倉　

康
男
（
第
四
）

生
野　

浩
一
（
第
四
）

田
中　

信
弘
（
第
四
）

上
野　

建
樹
（
第
四
）

宮
下　

剛
直
（
第
五
）

堀
内　

幹
夫
（
第
六
）

吉
村　

利
光
（
第
六
）

中
山　

洋
一
（
第
六
）

西
沢　

康
二
（
第
六
）

中
村　

博
明
（
第
六
）

堀
内　

貴
樹
（
第
六
）

北
沢　

篤
美
（
第
六
）

北
澤　

昭
二
（
第
六
）

横
山　
　

博
（
第
六
）

高
木　

芳
則
（
第
六
）

下
村　

竜
夫
（
第
六
）

吉
田　

和
彦
（
第
六
）

伊
沢　

洋
一
（
第
六
）

堀
川　

裕
二
（
第
六
）

関　
　

光
俊
（
第
六
）

自らのまちは　自らの手で

平成14年度　 消 防 団 員 募 集
詳しくは、広報お知らせ版2月1日号をご覧ください。
��������	����������	���
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◆調査方法
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◆結果
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◆みそ汁摂取状況アンケートから
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◆栄養士から一言
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1.2％以上 3.9％�
1.0～1.2％未満�

16.5％�

0.8～1.0％未満�
34.5％�

0.8％未満�
45.1％�

3杯以上�
13.4％�

2杯まで�
35.6％�

1杯まで�
51.0％�

3g以上�
16.2％�

2～3g未満�
26.4％�

1～2g未満�
48.2％�

1g未満�
9.2％�

いない�
18.6％�

いる�
81.4％�

0 10 20 30 40 50 60％�

漬物�

煮物�

魚類�

その他�

食べない�
その他�
13.3％�

煮干し�
16.4％�

煮干しと�
インスタントだし�

16.5％�

インスタントだし�
53.8％� （複数回答）
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　現在、役場が行っている国民年金保険料納付業務は、平成１４年度から社会保険庁（国）が一括して行うことに
なりました。このため、役場から送付していた保険料納付書も、平成１４年４月分より、社会保険庁から送付され
ます。保険料の納付は役場、及び役場の指定金融機関が窓口となっていましたが、４月分からは、全国の郵便局、
銀行、農協、信用金庫、信用組合、労働金庫の窓口で納付、又は口座振替をしていただくようになります。

　国民年金には、病気や失業、営業不振などいろいろな事情で、保険料を納めるのが困難な方のための保険料の
免除制度があります。これまでの『全額免除』に加えて、平成１４年４月から新たに『半額免除』がスタートします。
　景気の低迷により、保険料を納めるのが困難な方が増えております。でも半額だったら納めたい、と考えてい
る方のための新しい制度です。免除の基準は全額免除より緩やかになっています。
　半額免除を受けた期間の老齢基礎年金額は、全額納めた場合の３分の２として計算されます。
　学生は学生免除がありますので、半額免除は適用されません。

納付書の送付は社会保険庁から

あなたの国民年金

��������������

　第三号被保険者（会社員や公務員に扶養されている配偶者）の届出は役場が窓口になっていますが、平成１４年
４月から会社員の勤め先が窓口となります。
　扶養者が退職したり、離婚をした場合の、種別変更の届は役場へ提出していただきます。

　国民年金の老齢年金は、原則として６５歳からもらえますが、希望すれば６０歳から６４歳までの間でも繰り上げて
もらうこともできます。
　今までは、満年齢（一歳）ごとに減額率が決まっていましたが、昭和１６年４月２日以降生れの方からは一月き
ざみ（一月０.５％の減額）になりました｡

第三号被保険者の届出先が変わります

老齢年金の繰り上げ支給率が変わりました

��������	
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未　納学 生 の
納付特例半額免除全額免除納　付保険料の

納付状況

入りません入ります入ります入ります入ります受給資格
期 間 に

入りません入りません３分の２
入ります

３分の１
入ります入ります老齢基礎年金

の 計 算 に
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旧

支給率年齢昭
和
十
六
年
四
月

一
日
以
前
生
ま
れ

５８％６０才
６５％６１才
７２％６２才
８０％６３才
８９％６４才

新

支給率年齢昭
和
十
六
年
四
月

二
日
以
降
生
ま
れ

７０％６０才
７６％６１才
８２％６２才
８８％６３才
９４％６４才

保険料の半額免除制度が始まります
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町政の動きを町政の動きを　　　　　
　　お知らせします。お知らせします。

役場  …………………………… � 42-3100

　 …………………………… FAX 43-3666

教育委員会　学校教育課  …… � 42-1044

　　　　　　社会教育課  …… � 42-3147

　 …………………………… FAX 42-3148

丸子町文化会館  ……………… � 42-0001

総合体育館  …………………… � 43-2250

　 …………………………… FAX 43-0616

金子図書館  …………………… � 42-2414

　 …………………………… FAX 42-2414

クリーンセンター  …………… � 43-2131

衛生センター  ………………… � 42-6789

給食センター  ………………… � 42-2892

解放センター  ………………… � 42-6694

町民センター  ………………… � 42-5122

郷土博物館  …………………… � 42-2158
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 1日　元旦マラソン

 4日　仕事始め

12日　柔剣道教室鏡びらき

13日　丸子町消防出初め式

14日　成人式

18日　おさかなフェスタ（西内小）

26日　文化財防火デー
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 1日　生活習慣病予防習慣（～7日）

 3日　節分

 7日　北方領土の日

11日　建国記念の日

18日　所得の申告相談開始

2月は

北方領土返還運動全国強調月間

薬物乱用事犯取締強化月間

省エネルギー月間

　あたたかい心
東京丸子会　様　植樹のため　１００,０００円
真山泰男　様　植樹のため　１,０００,０００円
匿名の方　リフト付き軽自動車１台
EMフェスティバルin下丸子実行委員会　様
　　　　　　　環境保護のため　５,０００円
斉藤諄子　様　育英資金として　２００,０００円
佐藤林司　様　曲“ラベンダーの丘”収録カセットテープ４０本
以上、丸子町にご寄付いただきました。厚く御礼申し上げます。

小林一雄　様　１００,０００円、介護用品
長野国際フェスタ実行委員会　様　２０,０００円
伊丹産業　様　寝具５組
丸子ゴルフ同好会　様　６０,０００円
依田佳一　様　お米４０�
労働金庫丸子支店運営委員会　様　８０,０００円
中丸子地域ふれあいの会　様　７３,０６６円
（中丸子区、カネボウベルプラザ、さうんど川上、大正琴中丸子婦
人クラブ、邦楽クラブ「ゆめ」、トウトク・牧島信幸とスターダスタ
ーズ、中丸子ときわ会、丸子混声合唱団、中丸子保育園児、丸子中
央小学校合唱クラブ・金管クラブ、他聴衆の皆さん）
北信ヤクルト販売　様　２０,０００円
社交ダンスクラブ後藤教室　様　３０,０００円
丸子町商工会女性部　様　４０,０００円
滝沢きみ　様　ウエットタオル
以上、丸子町社会福祉協議会にご寄付いただきました。厚く御礼申
し上げます。

　 一円玉募金の御礼

　丸子町赤十字奉仕団、丸子町連合婦人会で行いました「一円玉募
金」には多くの方々からご協力をいただきありがとうございました。
総額は、５４６,２０８円になりました。この募金は次のとおり、各施設で
活用させていただきました。
　　徳寿荘…………………４０,０００円
　　陽寿荘…………………４０,０００円
　　敬老園…………………４０,０００円
　　山の子学園……………４０,０００円
　　とんぼハウス…………４０,０００円
　残金につきましては募金目的に従い、活用する予定です。
　昨年度の残金につきましては、丸子町社会福祉協議会の福祉用具
貸与事業へ電動ベット５台を購入し寄贈しました。なお、同社協で
は、このベットを含め、廉価で貸与事業を行っています。

　　リレー討論会「地域のごみ問題を考える」

　現在のごみ処理の状況と今後のごみ処理の計画の内容をお知らせ
し、ごみの資源化・減量化を推進するための講習会並びに討論会を
開催します。
日時■２月９日（土）１３：３０～１６：００
場所■東部町勤労者会館（東部町役場本庁舎の西側）２階大会議室
内容■ごみ処理広域化計画等の説明と講演を交えた討論会
　　　講師　松田　美夜子氏
参加方法■参加希望者は当日直接会場にお越しください。（参加料無料）
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▲リフト付き自動車は徳寿
　荘で利用されています
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安
全
で
き
れ
い
な
水
を
供
給
す
る
た

め
に
、
目
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
で
様
々

な
人
た
ち
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

浄
水
場
で
は
管
理
員
に
よ
る
昼
夜
の

別
な
く
監
視
が
行
わ
れ
、
緩
速
ろ
過
池

で
は
炎
天
・
寒
天
下
で
も
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
砂
か
き
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

管
路
や
配
水
池
の
異
常
は
、
新
た
に

導
入
し
た
施
設
監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

直
ち
に
通
報
さ
れ
、
水
道
課
職
員
や
工

事
業
者
の
対
応
が
な
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
な
漏
水
調
査
や
異
常
点
検

も
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
事
故
に
よ

る
緊
急
事
態
に
も
即
応
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
水
道
事
業
は
、
み
な

さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料

金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
水

道
料
金
計
算
の
基
礎
と
な
る

メ
ー
タ
ー
の
検
針
や
、
料
金

徴
収
や
経
理
、
窓
口
事
務
を

行
う
職
員
も
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
水
は
、
多
く
の

人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
杯
の

水
も
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
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安
全
で
き
れ
い
な
水
を
供
給
す
る
た
め
に　

浄水場での監視　　　　　　　　　　
（一年中休みなく続けられています）

【問】　保健センター　�４２-１１１７　有線２-４４８３

子育てランドと育児相談
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7カ月児健康相談
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献血の予定
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事故による噴出
（交通事故により噴出、深夜の緊急対応工事が行われました）
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乳幼児健康診査

『丸子町行政情報番組』
毎週月曜日放映中

６：３０・８：３０・１１：３０・１８：３０・２１：３０
丸子テレビ放送（１ch）

２月の内容「スポーツで健康な明るい毎日を～体育係の業務について～」

町長との対話サロン

毎月１５日、町長との対話サロンを行っていま
す。町政に対する提言やご要望など、お気軽
にお話ください。
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ガ
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①
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
人

②
給
与
だ
け
の
人
で
勤
務
先
で
年

末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人

③「
農
業
所
得
金
額
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
た
人
で
、
そ
の
金
額
が

二
十
万
円
以
下
の
人

④
他
の
人
の
扶
養
親
族
等
に
な
っ

て
い
る
人
で
、
所
得
が
な
か
っ

た
人

　

以
上
の
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な

い
人
で
、
平
成
十
四
年
一
月
一
日

現
在
、
丸
子
町
に
住
所
が
あ
る
人

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
所
得
金
額
の
計
算
と
申
告
に
必

要
な
帳
簿
、
書
類

●
生
命
・
損
害
保
険
保
険
料
領
収

書
ま
た
は
支
払
証
明
書

●
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は

証
明
書

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
公

的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

●
印
鑑

●
配
布
さ
れ
て
い
る
「
所
得
の
申

告
に
つ
い
て
」

　

二
月
十
八
日
か
ら
所
得
の
申
告

相
談
が
始
ま
り
ま
す
。
平
成
十
三

年
中
に
得
た
所
得
に
つ
い
て
、
三

月
十
五
日
ま
で
に
申
告
を
し
ま
し

ょ
う
。

　

日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。
ご

都
合
の
上
、
な
る
べ
く
役
場
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
さ
れ
た
所
得
は
、
町
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
に

使
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
福
祉
年

金
や
児
童
手
当
な
ど
の
給
付
金
の

支
給
判
定
に
使
わ
れ
た
り
、
所
得

証
明
の
発
行
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
こ
れ
ら
の

給
付
が
一
時
停
止
さ
れ
た
り
、
証

明
書
が
発
行
さ
れ
な
い
と
い
っ
た

支
障
が
で
ま
す
。
期
間
内
に
申
告

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

町
県
民
税
の
申
告
書
は
配
布
し

ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か
じ
め
配
布
す

る
収
支
内
訳
書
な
ど
に
記
入
し
て

か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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対 象 地 区申　告　会　場曜日月　日

全　地　区丸 子 町 役 場

月２月１８日
火１９日
水２０日
木２１日
金２２日

役
場
で
の
受
付
は

あ
り
ま
せ
ん　
　

東　 内榎 実 の 家月２５日
西　 内西内基幹集落センター火２６日
生　 田熊 の 森 セ ン タ ー水２７日
御 岳 堂熊 の 森 セ ン タ ー木２８日

長　 瀬
町 民 セ ン タ ー金３月１日
町 民 セ ン タ ー月４日

塩　 川
塩川コミュニティセンター火５日
南 方 公 民 館水６日

全　地　区丸 子 町 役 場

木７日
金８日
月１１日
火１２日
水１３日
木１４日
金１５日

申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告
ををををををををををを
ししししししししししし
ななななななななななな
くくくくくくくくくくく
ててててててててててて
ももももももももももも
よよよよよよよよよよよ
いいいいいいいいいいい
人人人人人人人人人人人

必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要
書書書書書書書書書書書
類類類類類類類類類類類
ははははははははははは
記記記記記記記記記記記
入入入入入入入入入入入
ししししししししししし
ててててててててててて
かかかかかかかかかかか
ららららららららららら

申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告
ににににににににににに
必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要
ななななななななななな
ももももももももももも
ののののののののののの

 所得の申告は
　　　お早めに!!
申告期間２／１８～３／１５
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「みんなに喜んでもらえてほっとしてます」

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市

行
政
職
員
視
察
報
告

④
交
流
を
大
切
に
し
た
生
涯
学
習　
　
　
　

　

市
の
生
涯
学
習
の
拠
点
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。
こ
の

建
物
は
、
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
と
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施

設
で
す
が
、
入
り
口
が
一
緒
で
つ
な

が
っ
て
い
る
た
め
、
年
代
を
超
え
た

交
流
を
は
じ
め
、
市
民
の
文
化
活
動

と
健
康
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、　

歳
以
上

５０

の
誰
で
も
が
使
用
で
き
ま
す
が
、
あ

ら
ゆ
る
年
齢
層
の
市
民
が
、
高
齢
者

の
方
々
と
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
と

し
て
多
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
作
室
や
娯
楽
室
な
ど
の
施
設
が
あ

り
、
焼
き
物
や
日
曜
大
工
教
室
な
ど

の
活
動
が
行
わ
れ
た
り
、
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
ル
ー
ム
（
食
堂
）
で
は
、
ダ
ン

ス
を
習
っ
た
り
、
結
婚
式
も
行
わ
れ

た
り
す
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
の
食

事
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
で
す
が
、
子

供
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
事
の

盛
り
付
け
を
手
伝
う
な
ど
、
子
供
た

ち
と
高
齢
者
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
面
に
接
し
、
温
か
な
心
を
感
じ

ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

は
、
体
育
館
や
室
内
プ
ー
ル
な
ど
の

施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
入

場
料
は
大
人
3
ド
ル
、
小
人
2
ド
ル
。

こ
こ
に
は
、
託
児
所
が
二
つ
あ
り
、

ひ
と
つ
は
保
護
者
が
施
設
利
用
す
る

時
間
の
み
の
臨
時
託
児
室
と
、
外
出

や
仕
事
な
ど
で
子
ど
も
を
預
け
る
こ

と
が
で
き
る
託
児
室
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
法
を
施
設
で
行
っ
て

い
る
の
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
で
は
初
め

て
だ
そ
う
で
す
。

 
 
 
 
 
 
  （
来
月
号
に
つ
づ
く
）

▲シニアセンター

成人式運営委員長

清水 佳奈子さん（２０歳）
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※このコーナーへの
ご意見ご感想をお
待ちしています。

【宛て先】
〒386-0404
丸子町上丸子1488
丸子町教育委員会
　TEL42-3147
　FAX42-3148

男
と
女
が
よ
り
よ
く

い
っ
し
ょ
に
生
き
る
に
は
…
？
�

〜
男
女
共
生
社
会
づ
く
り
〜

み
ん
な
が
幸
せ
な
社
会
の
た
め
に

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

　

幸
せ
は
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
ひ
と

に
押
し
付
け
ら
れ
ず
、
自
分
の
し
た
い
こ

と
を
す
る
の
が
一
番
。
も
し
女
だ
か
ら
、

男
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
し
た

い
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
特
定
の
仕

事
や
役
割
が
か
た
よ
っ
て
い
る
と
し
た
ら

…
…
。
女
性
も
男
性
も
自
分
の
意
思
で
社

会
に
参
画
し
、
や
さ
し
く
支
え
合
い
、
喜

び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
、
そ
ん
な
社
会

づ
く
り
が
、
み
ん
な
の
幸
せ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
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主　催■現代教養講座運営委員会
共　催■丸子町教育委員会・丸子町公民館
場　所■丸子町文化会館　小ホール
対　象■町内外問わずどなたでも参加できます。
受講料■全行程400円（1講座200円）
　　　※3／2�は無料
　　　※障害者の方、７０歳以上の方は全行程無料
託　児■ご希望の方は各講座の１週間前までにお申

し込みください。
受講申込■2月14日�までにハガキ、電話、有線、

FAXで丸子町公民館までお申し込みく
ださい。

　　　　※随時聴講できますのでご連絡ください。
〒３８６-０４０４ 上丸子１４８８ 丸子町文化会館内
　現代教養講座運営委員会事務局
　�42-3147　FAX42-3148　有線24722

「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
」

の
町
民
意
識
調
査
に
ご
協
力　
　

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

町
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方
２
、
０
０
０

２０

名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
１
、
０
３
７
名
の
方
に
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

現
在
集
計
中
で
す
が
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
、
今
後
の

「
ま
る
こ
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
策
定

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2月15日�
19：00～20：30

講師■ 原 　 令  子 　氏
はら れい こ

（社会保険労務士）
近畿郵政局サポート社会
保険労務士
年金アドバイザー

〈講座内容〉
「今から準備！おもしろ年金・保険」

　～これで老後はバラ色～

1回目
2月26日�
13：30～15：00

講師■ 馬場 よし子
ば ば

   　氏
こ

（長野県男女共同参画セ
ンター館長）

〈講座内容〉
「自分らしくあなたらしく輝いて」

　～子育て・介護も支え合い～

3回目

2月20日�
13：30～15：00

講師■ 上岡 洋晴    　氏
やまおか ひろはる

（身体教育医学研究所研
究部長）
学習院大学講師
東京厚生年金病院運動指
導士

〈講座内容〉
「運動の魅力と健康への効果」

　～食事と運動は表裏一体～

※運動ができる支度でお出かけ下さい

2回目
3月2日�
14：00～15：30

講師■ 有吉 　實   　氏
ありよし みのる

（人間関係研究所所長・
臨床心理学者）
教育・社会心理カウンセ
ラー

〈講座内容〉
「子供の心の動きを知る」

　～地域で一声かけ運動をしましょう～

※幼児教育学習会、教育問題講演会と同時開催

4回目
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『遠くより近くを『遠くより近くを』』
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の
言
う
こ
と
を
素
直
に
聞
き
い
れ
る

人
は
、「
人
間
が
で
き
た
人
で
、
立
派

な
人
だ
な
あ
」と
、ほ
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ

る
。逆
に
、「
そ
ん
な
こ
と
、あ
る
か
ぁ
。違
う

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
文
句
を
言
う
人
は
ヘ
ソ

曲
が
り
で
始
末
に
困
る
と
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。
ど
っ
ち
が
い
い
か
。こ
と
の
本
質
を

突
き
止
め
る
に
は
ヘ
ソ
曲
が
り
で
な
い
と
ダ

メ
だ
。
そ
う
い
う
人
こ
そ
立
派
で
あ
る
と
い

っ
て
も
、
納
得
し
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

物
を
見
た
り
考
え
た
り
す
る
と
き
に
は
、

平
面
的
発
想
と
立
体
的
発
想
と
が
あ
る
。

「
平
面
的
」と
い
う
の
は
、一
方
か
ら
だ
け
見

た
り
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
立
体

的
」
発
想
と
い
う
の
は
、
別
の
角
度
か
ら
考

え
る
、
極
端
に
い
え
ば
ま
っ
た
く
逆
の
側
か

ら
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
事
の
本
質
が
、
正
し
く
、

よ
く
見
え
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
警
察
官
は
悪
い
事
を
し
た
人
を
逮
捕
す

る
職
業
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、「
警
察

官
が
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
考
え

る
と「
最
近
は
、そ
う
だ
な
あ
」と
納
得
が
い

く
。「
親
は
子
供
を
育
て
る
も
の
で
あ
る
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
わ
が
子
を
い
じ

め
、
時
に
は
殺
す
こ
と
も
あ
る
」
と
聞
か
さ

れ
る
と「
あ
あ
、あ
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
幼

児
虐
待
の
こ
と
だ
」
と
気
づ
か
さ
れ
る
。そ

こ
に「
真
実
」が
見
え
て
く
る
。

　

挙
げ
て
い
け
ば
キ
リ
が
な
い
。「
辞
書
に

の
っ
て
い
る
か
ら
間
違
い
な
い
」と
開
き
直
る

人
が
い
る
が
、
そ
の
辞
書
が
間
違
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
。
現
に
出
版
社
が
各
種
の
改

訂
版
を
出
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ

る
。宗
教
家
は
世
の
た
め
人
の
た
め
に
立
派

な
行
動
を
し
、い
い
事
を
い
う
と
信
じ
ら
れ

て
い
る
が
「
い
や
、
悪
い
奴
も
い
る
」
と
逆
に

考
え
て
み
る
と
詐
欺
ま
が
い
の
こ
と
を
し
て

逮
捕
さ
れ
た
教
祖
様
や
寺
の
悪
徳
坊
主

を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

物
事
に
は
表
と
裏
が
あ
る
。
表
か
ら
だ

け
考
え
た
り
見
た
の
で
は
一
面
的
で
、そ
の

真
実
を
正
し
く
つ
か
ま
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

せ
め
て
二
面
か
ら
見
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。簡

単
な
の
は
、
ま
っ
た
く
逆
の
立
場
か
ら
考
え

る
こ
と
で
あ
る
。「
去
年
は
カ
ン
カ
ン
照
り
の

日
が
続
い
て
困
っ
た
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
ら

「
い
や
、そ
れ
で
助
か
っ
た
人
も
多
い
ん
だ
よ
。

あ
ん
た
は
困
っ
た
か
も
知
れ
ん
が
…
」
と
答

え
る
の
が
正
解
で
あ
っ
て
一
面
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
天
気
次
第
で
収
入
が
あ
る
日

雇
い
的
労
働
に
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
は

日
照
り
続
き
で
収
入
が
増
え
た
し
、
電
力

会
社
も
儲
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
「
大
安
だ
か
ら
日
が
い
い
」、「
仏
滅
だ
か

ら
日
が
悪
い
」と
思
わ
れ
て
い
る
問
題
で
も
、

「
大
安
に
結
婚
式
を
や
っ
て
も
、
不
幸
な
人

は
い
っ
ぱ
い
い
る
ぞ
」
と
ヘ
ソ
を
曲
げ
て
み
る

こ
と
で
あ
る
。
古
い
時
代
か
ら
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
迷
信
や
生
活
の
風
習
に
つ

い
て
も
「
い
く
ら
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
て
も

違
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
い
」
と
突
っ
か
か
っ
て

反
論
す
る
姿
勢
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

人
類
は
昔
、地
球
は
静
止
し
、こ
の
ま
わ

り
を
太
陽
が
ま
わ
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う

天
動
説
を
信
じ
て
き
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

天
文
学
者
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
は
「
い
や
、
違
う
ん

じ
ゃ
な
い
の
？
太
陽
が
静
止
し
て
い
て
、
地

球
が
太
陽
の
ま
わ
り
を
ま
わ
っ
て
い
る
ん
だ
。

逆
だ
」
と
主
張
し
、つ
い
に
天
動
説
を
打
ち

破
っ
て
地
動
説
の
正
し
さ
を
証
明
し
た
。
こ

れ
は
代
表
的
な「
逆
転
の
発
想
」と
言
う
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

今
年
一
年
、
徹
底
し
て
逆
転
の
発
想
を

活
用
し
、ヘ
ソ
曲
が
り
に
精
進
さ
れ
る
よ
う
、

お
す
す
め
し
た
い
。�
変
わ
り
者
�
と
批
判

さ
れ
て
も
い
い
。そ
れ
が
真
実
を
突
き
止
め

る
道
で
あ
る
の
だ
か
ら
…
。　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

文
・
田
村
正
男

�
�
�
�
�
�
��
	
	



人

　

丸
子
町
解
放
セ
ン
タ
ー
は
、
丸

子
町
に
お
け
る
部
落
差
別
を
は
じ

め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
す
た
め
の
啓
発
や
学
習
の
拠
点

と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
利
用
者

の
増
加
に
伴
い
手
狭
と
な
っ
た
一

階
会
議
室
の
拡
張
を
行
い
、
ひ
と

ま
わ
り
広
く
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月
か
ら
本
格
的
に

１３

工
事
を
始
め
、　

平
方
メ
ー
ト
ル

４８

（
約　

坪
）
の
増
築
工
事
が　

月

１４

１２

中
旬
完
成
し
、
和
室　

畳
、
多
目

２７

的
ホ
ー
ル　

畳
の
２
部
屋
に
な
り

２７

ま
し
た
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
等

の
二
階
大
会
議
室
の
利
用
向
上
の

た
め
、
い
す
式
昇
降
機
を
設
置
し

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

和
室
は
今
ま
で
と
同
様
に
会
議

等
の
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
地

域
に
残
る
貴
重
な
資
料
、
文
献
等

の
展
示
、
そ
れ
を
利
用
し
た
学
習

や
少
人
数
の
打
合
せ
等
の
場
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�

�
��

�
�
�
�
�

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

																																																															


































































���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

▲多目的ホール

▲和　　室
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～～～《
秀
逸
》

　
　

脱
サ
ラ
の
前
途
励
ま
す
店
の
客　
　
　
　
　

坂
城
町　

三
井　

清
忠

　
　

つ
い
本
音
吐
い
て
心
を
狭
く
す
る　
　
　
　

上
田
市　

竹
下　

利
雄

　
　

宝
く
じ
み
ん
な
我
が
家
を
避
け
て
行
き　
　

生　

田　

春
原　

武
則

　
　

心
情
を
は
ば
か
り
し
眼
の
や
り
ど
こ
ろ　
　

中
丸
子　

土
屋　

幸
次

��������

�東内・西内コース
　２/５�　２/１９�　３/５�

�腰越・依田コース
　２/７�　２/２１�　３/７�

�中丸子・下丸子・長瀬コース
　２/１５�　２/２６�　３/１２�

�塩川・藤原田コース
　２/１４�　２/２８�　３/１４�

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院
　２/１３�　２/２７�　３/１３�

�����

山―孤独と夜
小さな山小屋に暮らして

文／手塚宗求
発行／山と溪谷社

金子図書館�
　休館/月曜・祝日・月末日�

〈新刊本の紹介〉

本館

毎日新聞社藤田　宜永邪恋 

文 芸 春 秋群　ようこヒヨコの猫またぎ

幻 冬 舎西村京太郎焦げた密室

講 談 社大江健三郎鎖国してはならない

ブティック社巷野　伍郎ウキウキ１歳児の子育て

オ － ム 社池上　　彰そうだったのか！日本現代史

角 川 書 店佐藤　和孝アフガニスタンの悲劇 

生活ジャ－ナル関　　益久高齢者のためのやさしいフォ－クダンス

あおぞら号

新 潮 社黒柳　徹子小さいときから考えてきたこと

日本放送出版協会竹山　　洋利家とまつ  上・下

文 芸 春 秋平岩　弓枝初春弁才船

徳 間 書 店宮部みゆきドリ－ムバスタ－

朝日新聞社村田喜代子  人が見たら蛙に 化 れ
な

弘 文 堂橋本　五郎橋本五郎の「どうなる日本！」

時事通信社山形　由美フルート、天使の歌

第
三
十
八
回 

�
�
�
�
�
��
川
柳
の
部　

臣
月
南
月 
選

～～～

����������	

期　間■2月22日（金）～24日（日）
　　　　10：00～16：00
　ハーモニースクールの作品（草木染、押し花、
絵画、木工、籐工芸、ハーブクラフト）の作品展
示と各サークルのミニ講習会が開催されます。
　また、24日にはオカリナ、ヴァイオリン、
津軽三味線教室、マンドリンサークル、ウィン
ドアンサンブルの演奏会、児童合唱団、音楽村
合唱団の発表会（午前10時から午後3時）、お
茶席（午前10時から午後3時）、おしゃれ教室
（午前10時から午後3時）も開催。
入場無料

 和泉元彌 狂言の世界
2月24日（日）
開場14：00　開演14：30
丸子町文化会館セレスホール
入場料■全席3,500円　（全席指定・税込）
��������	
��
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きらめき冬紀行　氷燈篭夢祈願
～氷灯篭に誘われて
　　　　　　幻想的な光の世界へ～
　氷燈篭は、五台橋から文殊堂の境内へと続きます。雪
明りの道をたどると、そこは冬の幻想的な世界。

期　間■2月11日（月）まで

　　　　 毎日・午後４時半頃～午後9時頃

場　所■五台橋から文殊堂周辺
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こ
の
四
月
か
ら
完
全
学
校
週
五

日
制
に
な
る
。
子
供
た
ち
が
家
庭

や
地
域
で
過
ご
す
時
間
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
ゆ
と
り
を
持
た

せ
、
個
性
を
伸
ば
す
と
い
う
家
庭

の
教
育
力
に
期
待
を
す
る
ね
ら
い

も
あ
る
が
、
一
方
そ
の
受
け
皿
の

不
足
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。
そ

れ
で
は
学
校
隔
週
五
日
制
の
現
在
、

子
供
た
ち
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
学
習
塾
、
稽
古
事
、
家

庭
で
の
遊
び
な
ど
さ
ま
ざ
ま

考
え
ら
れ
る
が
、
戸
外
や
地

域
活
動
で
見
か
け
る
こ
と
は

意
外
と
少
な
い
。
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
公
共
施
設

の
利
用
状
況
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
使
い
た
く
て
も
使
い
に

く
い
状
況
に
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
学
校
施
設
の
開
放
、
既

存
公
共
施
設
の
運
用
点
検
は

至
急
必
要
だ
。
完
全
学
校
週

五
日
制
を
前
に
全
国
各
地
で

は
ク
ラ
ブ
活
動
の
拡
充
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
成
、
各
種
体

験
活
動
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
地
域
活
動
も
子
供
た
ち
の
自
主

性
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
し
っ
か
り
し
た
指
導
者
は
欠

か
せ
な
い
条
件
。
関
係
機
関
と
地

域
が
連
携
し
て
指
導
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
家
庭

が
子
供
の
教
育
を
学
校
ま
か
せ
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
地

域
活
動
も
保
護
者
ま
か
せ
だ
け
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
社
会
全
体

が
子
供
の
育
成
に
愛
情
と
責
任
を

も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
と
思

う
。

　　　　　　　　納税は便利な口座振替を

★固定資産税　4期
★国民健康保険税　9期
★国民年金　2月
★下水道受益者負担金　4期

★年金相談　
　2月21日�10：00～12：00　13：00～15：00
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談
　2月8日�　18日�　28日�　9：00～12：00
　丸子ふれあいステーション3階
★巡回ハローワーク
　2月15日�
★交通事故でお困りの方
　交通事故相談室　上田支部
　�23－1260　内線2417
★悪徳商法に対する苦情相談
　上田消費生活センター　�27－8517
★子どもの相談窓口
　丸子町教育委員会　�42－3147
★女性のための法律相談　
　�026－232－2104
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン
　�026－232－2020
★ふれあい相談室
　�026－233－9110
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110
　�026－234－8110
★ヤングテレホン
　�026－232－4970

2月の納税

2月の相談

町
長
の
生
活
所
感

�
�
�
�
�

�

腰越のスポーツ少年団の練習風景

 
生 　
 
田 　
 
幸 　
 
市 　
　
　

鹿
教
湯

い
く 

た 

こ
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い
ち

９０

 
竹 　
 
花 　

こ　

う　
　
　

霊
泉
寺

た
け 

は
な

９９

 
四 　
 
� 　
　
　
 
俊 　
　
　

荻
窪

よ
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や
な
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た
か
し

５７
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喜 　
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和
子

た
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ざ
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き 

よ
し
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清 　
 
水 　

そ　

め　
　
　

腰
越

し 

み
ず
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下 　
 
村 　

け
さ 
子 　
　
　

腰
越

し
も 

む
ら 

こ

６６

 
飯 　
 
塚 　

け
さ 
江 　
　
　

三
反
田

い
い 

づ
か 

え

９０

 
黒 　
 
川 　
 
紋 　
 
彌 　
　
　

三
反
田

く
ろ 

か
わ 

も
ん 

や

８２

 
竹 　
 
内 　
 
貴  
久  
雄 　
　
　

三
反
田

た
け 

う
ち 

き 

く 

お
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翠 　
 
川 　
 
榮 　
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海
戸

み
ど
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か
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え
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い
ち
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極 　
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海
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ふ
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ぎ
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よ
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は
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沢
田
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ど
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政 　
 
男 　
　
　

沢
田

さ
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と
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ま
さ 

お
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清 　
 
水 　

ケ
サ
ジ　
　
　

下
丸
子

し 

み
ず

８０

 
齊 　
 
藤 　
 
善 　
 
助 　
　
　

南
原

さ
い 

と
う 

ぜ
ん 

す
け

９１

 
小  
相  
澤 　
　
　
 
稔 　
　
　

飯
沼

こ 
あ
い 
ざ
わ 

み
の
る

７０

 
宮 　
 
下 　
 
登 
ら 
於 　
　
　

尾
野
山

み
や 

し
た 

と 

お

８７

 
大  
工  
原 　

と　

め　
　
　

西
組

だ
い 
く 
は
ら

８２

 
横 　
 
内 　

み
さ
を　
　
　

西
組

よ
こ 

う
ち

９２

 
西 　
 
嶋 　
 
美 　
 
代 　
　
　

小
路
下

に
し 

じ
ま 

み 

よ

８６

 
小  
相  
澤 　
 
眞 　
 
平 　
　
　

金
井

こ 
あ
い 
ざ
わ 

し
ん 

ぺ
い

８７

 
平 　
 
岩 　
 
千  
代  
志 　
　
　

石
井

ひ
ら 

い
わ 

ち 

よ 

し

７５

 
關 　
　
　
　
　
 
傳 　
　
　

南
方
松
葉

せ
き 

つ
と
う

９１

＊
１
月
号
の
戸
籍
の
窓
の
欄
で
、

小
林　

健
さ
ん
（
北
原
）、
中
村
は

奈
さ
ん
（
飯
沼
）
の
お
名
前
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

ご
め
い
ふ
く
を
祈
り
ま
す
。

１２月
届出分
（敬称略）

戸
籍
の
窓
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